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 西柴防災ニュース 西柴団地自治会防災部
横浜市金沢区西柴四丁目１－１１

大きな声で火災を知らせ消火器を火災場所まで運ぶ

①火災を発見した場合すぐに大きな声で周囲の人に知らせる
②なるべく多い人数で119番通報・初期消火・避難誘導を行う
③消火器を火災現場まで運ぶ

消火器の安全栓を抜く

消火器の安全栓（安全ピン）を上方に向かって強く引き抜く
（ストッパーが倒れレバーが握れるようになる）

ホースを外し火元に向ける
①ホース先端のノズルをしっかり持ち本体から外して火元に向ける
※ホースの外し方は消火器によって異なるため要確認

レバーを強く握る

①レバーを強く握ると消火薬剤が放射される
②ホースが強く振られるためホース先端のノズルをしっかりと握る

ご家庭に消火器を備えていても、使い方がわからない方が多いようです。いざという時のために
消火器の正しい使い方を身につけておきましょう。

放射する
①燃えている物から３～５ｍ程度の距離を取りあまり近すぎないよう
に手前からほうきで掃くようにホースを操作して消化する
②火が弱まってきたら少しずつ近づきながら火元に向かって放射する
〈重要〉消火器による初期消火を中止する判断基準

天井に炎がとどく、又は天井に燃え移った時点で消火器による
初期消火はできないと判断する

〈注意〉あなたの消火器は大丈夫？
腐食・変形・キズがある消火器を使用するのは危険
耐用年数を過ぎた物・失効消火器は使用しない

出典：横浜市 消防局予防部予防課

自治会では、10月25日（月）から 消火器の共同購入の申込受付を行います。

自治会員の方は、自治会から補助（￥2,000）があります。

詳細は、10月25日の回覧をご覧ください。
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横浜市のような都市部ではペットを飼育する人が多くいます。災害発生時には
地域防災拠点等にペットと一緒に避難する人も相当数に上ることが想定されます。
突然起こる災害に備えて日頃から対策を考えておきましょう。

①飼い主の明示
ペットと離れ離れになった場合再会するためには、迷子札をつけたり
マイクロチップを装着しましょう。

【犬・猫の場合】
・鑑札
・狂犬病予防接種済票
・首輪
・迷子札（飼い主の氏名、連絡先などを記す）
・マイクロチップ など
【その他・小動物の場合】
・足環
・耳環
・マイクロチップ など

②しつけを日頃から

・人や動物との接触に慣らしておく
・様々な音や物に慣らしておく
・キャリーバッグやゲージに慣らしておく
・不必要に吠えないようにしておく
・ペットの体のどこでも触れるようにしておく
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出典：横浜市 健康福祉局健康安全部
動物愛護センター

③健康管理
ワクチン、狂犬病予防接種、ダニ・ノミの駆除をしておきましょう。

④避難備品
地域防災拠点にはペット用品の備蓄はありません。
最低でも５日分以上（できれば７日分以上）の物資を入れた
”ペット用非常持出袋”を準備しましょう。

ペット用非常持出袋の例
□ペットフード □水 □ペットシーツ □新聞紙 □リード

□キャリーバッグ ゲージ □常備薬（持病がある場合）

□おやつ □ペット情報カード（写真入り）

⑤預け先の準備

いざという時のために親戚や友人などペットを預かってもらえるところを
探しておきましょう。

・ペットが慣れている知人
・動物病院
・民間団体の施設 など
※後日トラブルが生じないよう条件、費用、期間など
事前に確認しておきましょう

⑥飼い主同士の協力体制

地域防災拠点にペット同行避難をする場合、一時飼育場所にいるペットの飼育
衛生管理は飼い主が責任をもって行います。飼い主同士の協力体制を作ること
が大切です。
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参考資料：横浜市HP 感震ブレーカー設置促
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